
緊急体制

くじ助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容
・大会プログラムを電子化し、制作費と印刷代を削減した。
・協賛企業から、備品や賞品の「物品提供」で支出を減らした

うち障がい者参加人数 人 障がい者参加割合 0.0 ％

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

30 人
参加者に対する

運営スタッフの割合
6.3 ％

計 480 0 0 0 480

うち地域住民の参加人数(開催地に
住む方）

130 人 地域住民参加割合 27.1 ％

460

女性 20 20

募集方法 ホームページ・DM・FACEBOOKにより開催要項を周知し、全国から参加者を募った。

参加対象者 小学3年生～6年生。U10の部（小学2年生～4年生）、U12の部（小学5年生～6年生）

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

480 人 総参加人数 480 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 460

7

共催者

年 7 月 31 日

主催者 特定非営利活動法人ゴレアドール横浜

月 26 日

令和７年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 特定非営利活動法人ゴレアドール横浜

なし

開催場所 軽井沢　風越公園

事業名 ジュニアフットボールフェスタ CLIO CUP 2025

事業の成果
（事業計画書に記載した

「目的及び期待される効果」を踏ま
えて記入すること）

本大会は認知度も定着し、今回で11年連続開催の第11回大会となりました。
参加チームは、関東と地元長野に加え、東北さらには沖縄のチームも参加することで、当初の目
的・期待とする『関東・北信越等のチームを集めた大会を開催することで「普段対戦できない交流
の機会」を設けることで「青少年の健全育成」と「地域間交流の促進」の場を作り出すとともに
「サッカーのレベルアップを図る」』機会を、過去の大会以上に提供することができました。
また、危険な暑さとなっている猛暑の関東に比べ、例年より暑いながらも、日中にスポーツのでき
る環境の軽井沢で開催することで、多くの保護者の方が応援・観戦に訪れ、交流を深めることがで
きました。

事業に対する評価

今年の夏は、昨年以上の猛暑となり、関東地方では熱中症アラートが発令され続けました。
開催地の軽井沢も例年以上に高温となりましたが、朝方と夕方は気温も湿度も低く、日中も雲がか
かると過ごしやすい気候のため、この時期でも外で運動をするには安全な環境のもとで大会を開催
できました。
今年も昨年同様、多くのスタッフを確保することができ、継続して軽井沢で開催してきた経験と開
催地軽井沢（施設・宿泊先）の協力もあり、大会準備・運営をスムーズに進めることができ、ほぼ
予算通り事業を終えることができました。
各チーム・保護者、協賛企業からの賛同と理解も得られ、来年（令和８年）の夏も、第12回大会と
して施設の日程を確保してもらっています。

～ 令和 7

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 令和 7 年

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった



令和７年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 特定非営利活動法人ゴレアドール横浜

事業名 ジュニアフットボールフェスタ CLIO CUP 2025

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

備考

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（FACEBOOK、SNSでの参加募集）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　    　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

行った 行わなかった

HPで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他

その他


